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今月の表紙　　頑張りやの足　～ いろんな色の絵の具で園児の足形をとりました ～

温故知新

元気に働けることが何より

達美（ケアハウス） 遊佐　昭夫　さん

まちの話題

殉公者追悼式に80人が参列　恒久の平和へ願いを込める

町の森づくりに貢献　丸玉産業(株)が紺綬褒章を受章



主
要
事
業
で
あ
る
「
あ
い
お
い
物
産

館
」
の
営
業
に
お
い
て
は
、
10
年
目
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
15
年
８
月

に
「
道
の
駅
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
以

来
、
来
場
者
は
順
調
に
推
移
し
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
本
年
度
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
平
成
23
年
３

月
の
売
上
が
対
前
年
同
月
比
で
22
・

３
％
も
落
ち
込
む
な
ど
し
た
た
め
、
結

果
と
し
て
本
業
の
店
舗
販
売
事
業
収
入

は
対
前
年
度
比
▲
２
・
８
％
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
平
成
22
年
10
月
か
ら
の

緊
急
雇
用
対
策
を
受
注
し
た
こ
と
に
よ

り
、
会
社
全
体
の
収
入
と
し
て
１
・

３
％
の
伸
び
を
記
録
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
管
理
事
業
に
お
い
て
、
物

産
館
や
周
辺
施
設
の
受
託
物
件
は
前
年

度
と
同
様
で
す
。

費
用
面
で
は
引
き
続
き
人
件
費
抑
制

に
努
め
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
よ
り
将

来
的
に
自
立
し
た
会
社
経
営
の
第
一
弾

と
し
て
導
入
さ
れ
た
施
設
使
用
料
（
年

間
１
２
０
０
万
円
）
の
町
へ
の
支
払
い

は
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
税
引
前

当
期
利
益
と
し
て
２
５
５
万
円
を
計
上

し
、
法
人
税
等
充
当
額
６
３
万
円
を
差

し
引
い
て
、
当
期
純
利
益
１
９
２
万
円

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

【
農
産
品
の
販
売
に
つ
い
て
】

「
相
生
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
・
農

産
部
会
」
か
ら
納
品
さ
れ
る
緑
葉
野
菜

や
花
卉
な
ど
の
販
売
は
盛
況
で
し
た
が
、

冬
期
間
及
び
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
の
販

売
は
、
農
産
部

会
と
協
議
し
、

努
力
し
て
い
き

ま
す
。

【
そ
ば
・
豆
腐
の
販
売
に
つ
い
て
】

そ
ば
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
の
生
産

量
を
確
保
。
そ
ば
粉
の
販
売
も
通
年
を

通
じ
て
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

豆
腐
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
導
入
し

た
製
造
機
械
を
用
い
て
、
味
、
風
味
な

ど
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

【
公
共
施
設
の
管
理
委
託
と
職
員
配
置
】

施
設
管
理
業
務
は
、
清
掃
や
草
刈
り

な
ど
の
施
設
及
び
周
辺
環
境
の
保
持
に

努
め
、
職
員
を
そ
ば
・
豆
腐
製
造
販
売

部
門
に
３
名
配
置
し
、
平
均
３
人
の
パ

ー
ト
職
員
を
配
置
。
他
部
で
は
パ
ー
ト

職
員
を
含
む
２
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
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貸　借　対　照　表津 別 町
振興公社

（平成２3年３月31日現在）
単位：千円

損 益 計 算 書

単位：千円

相 　 生
振興公社

貸　借　対　照　表
（平成23年３月31日現在） 単位：千円

（平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで） 単位：千円

損　益　計　算　書

津 別 町
振興公社

相 　 生
振興公社

６
月
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、（
株
）
津
別
町
振
興
公
社�

及
び
（
株
）
相
生
振
興
公
社
の
平
成
　
年
度
決
算
が
報
告�

さ
れ
ま
し
た
。�

こ
れ
ら
の
公
社
は
、
町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方�

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
事
業
報
告
、
決
算
書
の
提
出
を
行�

う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

今
回
、
報
告
の
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

18
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の
定
例
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。�

今
回
、
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を
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ら
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し
ま
す
。�

18

６
月
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、（
株
）
津
別
町
振
興
公
社�

及
び
（
株
）
相
生
振
興
公
社
の
平
成
　
年
度
決
算
が
報
告�

さ
れ
ま
し
た
。�

こ
れ
ら
の
公
社
は
、
町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方�

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
事
業
報
告
、
決
算
書
の
提
出
を
行�

う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

今
回
、
報
告
の
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

18

相生物産館と周辺施設は平成15年に「道の駅」に指定され�
利用客の増加につながっている。�

相生物産館と周辺施設は平成15年に「道の駅」に指定されています。�
（平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで）

公
共
施
設
の
清
掃
・
管

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
日

常
清
掃
業
務
８
施
設
、
特

別
清
掃
業
務
18
施
設
、
施

設
管
理
業
務
10
施
設
、
公

園
管
理
業
務
７
施
設
、
公

衆
浴
場
管
理
業
務
は
当
初

の
計
画
通
り
事
業
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
の

計
画
に
な
い
事
業
と
し

て
、
議
会
議
事
録
作
成
請

負
業
務
、
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖

巡
視
業
務
、
不
法
投
棄
巡

回
業
務
（
緊
急
雇
用
創
出

推
進
事
業
）
、
広

報
誌
デ
ー
タ
ー
化

業
務
（
緊
急
雇
用

創
出
推
進
事
業
）

を
行
い
ま
し
た
。

グ
レ
ス
テ
ン
ス

キ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
５
月

〜
10
月
ま
で
の

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
お

よ
び
夏
休
み
期
間
中
の
営

業
と
し
、
営
業
日
数
90
日

で
１
４
６
４
人
（
前
年
度

１
４
１
４
人
）
と
昨
年
度

を
若
干
上
回
る
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う

に
あ
た
り
常
勤
職
員
、
パ

ー
ト
職
員
、
臨
時
職
員
、

季
節
職
員
の
職
員
総
数
51

人
の
人
員
体
制
で
業
務
を

行
い
ま
し
た
。

６
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の
定
例
町
議
会
に
お
い
て
(株)
津
別
町
振
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公

社
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(株)
相
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振
興
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社
の
平
成
22
年
決
算
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
公
社
は
、町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、

地
方
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よ
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並
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決

算
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行
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と
が
義
務
付
け
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ま
す
。

今
回
、報
告
が
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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５
月
29
日
、
で
て
こ
い
ラ
ン
ド
広
場
で
第
16
回

で
て
こ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
ホ
タ
テ
焼
き

な
ど
を
売
る
屋
台
の
ほ
か
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
会
も
行
わ
れ
「
松
田
聖
子
ラ
ブ
リ

ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、
あ
な

た
に
逢
い
た
く
て
等
）
や
い
き
も
の
が
か
り
の

「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
美
し
い
音
色
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
じ
さ
い
会
に
よ
る
大
正
琴
、
山
鳴

太
鼓
の
演
奏

で
会
場
は
大

い
に
盛
り
上

が
り
、
津
別

産
の
農
産
物

が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選

会
や
も
ち
ま

き
で
は
、
会

場
い
っ
ぱ
い

に
笑
顔
が
溢

れ
ま
し
た
。

戦没者を慰霊し、平和への願いを込めた「殉

公者追悼式」が６月15日、幸町平和の碑広場で

執り行われました。

式典には、遺族や関係者80人が参列し、黙と

うと国歌斉唱の後、式典委員長である佐藤多一

町長より「大戦から学んだ尊い教訓を生かし、

世界の平和のために日本が積極的に役割を果た

すことを大儀に準じた皆様に報いることと存じ

ます」と式辞を述べました。続いて北海道知事

（代読）、鹿中順一町議会議長の慰霊の辞が述べ

られた後、参加者によって175柱の殉公者に献

花が行われ、平和の尊さを思い静かに祈りを捧

げました。

第
16
回
で
て
こ
い
ま
つ
り

会
場
は
屋
台
や
演
奏
会
で
に
ぎ
わ
う

殉
公
者
追
悼
式
に
80
人
が
参
列

恒
久
の
平
和
へ
願
い
を
込
め
る

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る

土
田
さ
ん
が
保
健
室
備
品
を
寄
贈

６
月
３
日
、
丸
玉
産
業
(株)
（
大
越
敏
弘
代

表
取
締
役
）
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
、
伝
達

式
が
丸
玉
産
業
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
多
額
の
私

財
を
寄
付
し
た
功
績
の
あ
る
者
に
天
皇
と
総

理
大
臣
か
ら
授
与
さ
れ
る
褒
章
で
、
丸
玉
産

業
(株)
は
平
成
20
年
度
か
ら
町
に
対
し
、
１
千

万
円
の
寄
付
を
続
け
て
い
た
た
め
、
今
回
の

受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

褒
章
に
対
し
、
大
越
代
表
取
締
役
は
「
名

誉
あ
る
褒
章
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
佐
藤
町
長
は

「
町
と
し
て
も
誇
り
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た

昨
年
、
学
校
保
健
功
労
で
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
た
土
田
一
晴
さ
ん
が
６
月

14
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、
受
賞
の
お
礼

と
し
て
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
や
加
湿
空
気

清
浄
機
な
ど
の
保
健
室
備
品
（
80
万
円

相
当
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
備
品
は
、
津
別
小
学
校
、

津
別
中
学
校
、
本
岐
小
学
校
、
活
汲
小

中
学
校
の
保
健
室
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

土
田
さ
ん
は
「
町
内
の
子
ど
も
た
ち

の
健
康
に
役
立
ち
、
健
や
か
に
育
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
、

佐
藤
町
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を

守
る
貴
重
な
も
の
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

６
月
18
日
、
幸
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
で
、

第
６
回
「
花
壇
に
絵
を
描
こ
う
！
」
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
（
津
別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
主
催
）

の
表
彰
式
と
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
10
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
に
迫
田
知
夏
さ
ん
（
津
別
小
学
校
５
年
）、
優

秀
賞
に
中
野
朱
梨
さ
ん
（
津
別
小
学
校
１
年
）、
迫

田
竣
乃
介
く
ん
（
津
別
小
学
校
１
年
）
が
受
賞
し

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と

に
花
の
苗
植
え
が
、
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
関
係

者
、
応
募
者
と

保
護
者
の
方
の

参
加
で
行
わ

れ
、
ベ
コ
ニ
ア

や
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
テ
ラ
ン

セ
ラ
な
ど
８
種

類
、
約
９
５
０

本
の
花
の
移
植

が
さ
れ
、
美
し

く
き
れ
い
な
花

壇
が
出
来
ま
し

た
。

５
月
14
日
に
津
別
町
で
開
催
さ
れ
た

第
27
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
選
手
権
大
会
の
個
人
男
子
中
学
生
の

部
で
笹
本
陸
く
ん
が
優
勝
、
小
学
高
学

年
の
部
で
石
井
柊
く
ん
が
優
勝
、
さ
ら

に
小
中
学
生
団
体
（
笹
本
・
石
井
・
遠

藤
）
で
優
勝
を
収
め
、
個
人
・
団
体
の

全
国
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
６
月
２
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、

優
勝
の
報
告
と
７
月
28
日
か
ら
31
日
ま

で
山
形
県
上
山
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
「
自
分
が

で
き
る
最
高
の
技
を
成
功
さ
せ
て
決
勝

ま
で
残
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
は
「
技
に
磨
き
を
か

け
て
全
国
で
も
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

積
み
上
げ
て
き
た
努
力
の
成
果

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
少
年
団
全
国
出
場

町の森づくりに貢献

丸玉産業(株)が紺綬褒章を受章

避
難
場
所
の
周
知
を
図
る

津
別
建
設
が
避
難
所
標
識
を
寄
贈

役
場
前
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
が
回
る

津
別
児
童
ク
ラ
ブ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

６
月
７
日
、
津
別
町
児
童
ク
ラ
ブ

（
百
瀬
孝
幸
館
長
）
の
児
童
が
役
場
前

を
訪
れ
、
自
分
ら
で
製
作
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
風
車
20
本
を
佐
藤
多
一
町
長
へ

贈
り
ま
し
た
。

今
回
の
贈
呈
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
児

童
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
佐
藤
町
長
が

出
席
し
た
際
、
勢
い
よ
く
回
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
風
車
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
に

「
是
非
役
場
に
も
飾
り
た
い
」
と
お
願

い
し
て
い
た
も
の
で
、
小
学
１
年
生
、

２
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
し
、
個

性
溢
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
が
役
場

前
庭
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
多
一
町
長
は
「
役
場
を
訪
れ
る

方
が
、
風
車
を
見
て
癒
さ
れ
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

５
月
23
日
、
津
別
建
設
(株)
（
蓮
井
和

一
代
表
取
締
役
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、

災
害
発
生
時
の
適
切
な
避
難
場
所
を
標

示
す
る
標
識
５
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
昨
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、
５
年

計
画
で
合
計
25
基
の
寄
贈
を
行
う
予

定
。
今
年
も
津
別
高
校
、
津
別
小
学
校
、

津
別
保
育
所
、
西
町
寿
の
家
、
高
栄
団

地
集
会
所
に
設
置
さ
れ
、
避
難
場
所
の

周
知
を
図
り
ま
す
。

寄
贈
を
受
け
た
佐
藤
町
長
は
「
万
が

一
地
震
等
の
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は

有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

賞状の伝達を受ける大越代表取締役
参加者による175柱の殉公者への献花



現在ご使用の保険証の有効期限は、平成23年７月31日をも

って満了となります。７月25日より新しい保険証を交付しま

すので、印鑑とこれまでご使用になった保険証をご持参の上、

役場保健福祉課後期高齢者医療担当窓口までお越し下さい。

・新しい保険証の有効期限は、平成25年７月31日までです。

・紛失したときや汚れたときは、再交付しますので、役場後期

高齢者医療担当窓口までお申し出ください。

・今回から、裏面に臓器提供に関する意思表示欄があります。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険証（被保険者証）の一斉更新について～

■新しい保険証に変わります

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります

お 問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合

札幌市中央区南２錠西14丁目国保会館６階

† 011－290－5601

津別町役場保健福祉課

後期高齢者医療担当　6番窓口
†0152－76－2151（内線229)

後期高齢者医療保険証の色は黄色です

●医療機関での窓口負担（一部負担金）の割合

医療機関での窓口負担の割合は、前年の所得により１割（一般）と３割（現役並み所得者）に分か

れます。

『一般』の方

窓口負担　１割

『現役並み所得者』の方

窓口負担　３割

・「現役並み所得者」について

「現役並み所得者とは、所得の基準qを超える場合を言います。

所得 の基準 住民税課税所得　 145万円

※ただし、収入額がwのいずれかの金額未満の場合は、市町村窓口へ申請し認定を受けると、

原則申請の翌月１日から１割負担になります。

収入 の基準

被保険者が１人で、同一世帯に70歳～74歳の方がいる世帯

被保険者が１人の世帯（当該被保険者の収入額） 383万円

（当該夫保険者及び同一世帯に属する70歳～74歳の方の合計収入額）

被保険者が複数の世帯（同一世帯の被保険者の合計収入額） 520万円

1

2

520万円

・医療機関へのお支払いが困難な場合

災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、医療機関への

お支払いが困難な方については、一時的・臨時的に窓口負担の減免を受けられる場合があります。

医療機関へのお支払いが困難な場合は、役場後期高齢者医療担当へご相談を！

現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成23年７月31日をもって

満了となるため、８月以降は使用できなくなります。

８月以降も減額認定証が適用となる方には、新しい保険証と一緒

に交付しますので、８月１日以降は新しい認定証をご利用ください。

※有効期限が保険証と異なりますのでご注意ください。

減額認定証の交付対象となるのは、次の区分1、または区分2に該当する方です。

区分2

区分1

世帯全員が住民税非課税である方

世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方
（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金が受給されている方

減額認定証の色はオレンジ色です

●医療機関でのお支払いについて
・高額療養費

１ヶ月の医療費が自己負担限度額を超えた場合、その超えた額を支給します。

区　　分

→44,400円

１ヶ月の自己負担限度額

減額認定証

交付対象者

区分2

区分1

q外来
【個人単位】

w外来＋入院
【世帯単位】

一　　般

現役並み所得者
80,100円＋１％
（44,400円）

12,000円 44,400円

24,600円

15,000円
8,000円

・１％とは、一定の限度額を超えた医

療費（医療費総額－267,000円）の

１％を表します。

・（ ）内の金額は、過去12ヶ月に３

回以上、高額療養費の支給を受け、

４回目以降の支給に該当した場合の

自己負担限度額です。

食事療養標準負担額
（療養床以外に入院された方）

過去12ヶ月で90日を超える入院

区
分
2

区
分
1

90日までの入院

年金受給額が80万円以下の方

老齢福祉年金を受給している方

減
額
認
定
証

交
付
対
象
者

生活療養標準負担額
（療養病床に入院された方）

食　事　代　　　　　　食　事　代　 居　住　費

１食につき260円

１食につき210円

１食につき160円

１食につき100円

現役並み所得者・一般 １食につき460円

１食につき210円

１食につき130円

１食につき100円

区　　　　分

１日につき

320円

０円

・入院したときの食事代など
入院時には医療費の自己負担額のほか、食事代等の一部（標準負担額）をお支払いいただきます。

・高額介護合算療養費

同じ世帯の被保険者が１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限

度額を超えた場合、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。

※
一
部
の
医
療
機
関
で
は
４
２
０
円
で
す
。



「
毎
日
、
共
和
の
自
宅
の
畑
仕
事
が

日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

女
満
別
町
住
吉
で
生
ま
れ
、
小
学

校
卒
業
と
同
時
に
農
家
の
奉
公
に
出

た
。
19
歳
の
と
き
に
美
幌
の
亜
麻
工

場
に
就
職
20
年
間
働
き
、
途
中
湧
別

の
亜
麻
工
場
に
転
勤
。
38
歳
の
時
に
、

化
学
繊
維
に
圧
さ
れ
工
場
が
閉
鎖
と

な
っ
た
。
こ
の
間
奥
さ
ん
と
結
婚
、

３
人
の
お
子
さ
ん
は
立
派
な
社
会
人

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

当
時
の
亜
麻
工
場
は
、
共
働
き
で

保
育
所
も
完
備
し
て
い
た
。

39
歳
の
時
に
津
別
町
に
移
転
、
共

和
に
土
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

現
在
の
家
を
建
て
、
３
年
間
地
元
の

木
工
場
で
働
い
た
。

43
歳
か
ら
網
走
の
建
設
会
社
に
勤

め
る
こ
と
と
な
り
、
22
年
間
勤
め
あ

げ
た
。
当
時
は
、
飯
場
を
建
て
現
場

ご
と
に
住
み
込
ん
で
の
土
木
作
業
と

な
り
、
奥
さ
ん
も
一
緒
に
ご
飯
炊
き

で
飯
場
で
暮
ら
し
を
し
た
。「
私
は
班

長
を
任
せ
ら
れ
、
多
い
と
き
は
１
８

人
の
人
を
使
っ
て
い
ま
し
た
、
当
時

は
機
械
は
な
く
全
て
手
作
業
で
し
た
、

し
か
し
、
飯
場
暮
ら
し
も
昭
和
６
０

年
で
終
了
し
、
そ
の
後
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
運
転
し
作
業
員
を
乗
せ
毎
日
現

場
に
通
う
形
と
な
り
ま
し
た
、
班
長

を
や
れ
た
の
は
人
の
面
倒
を
見
る
の

が
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
」
と

話
す
。
一
番
の
思
い
出
は
「
春
に
現

場
に
入
り
、
年
末
で
終
了
し
た
時
に

皆
が
怪
我
無
く
今
年
も
無
事
帰
れ
た

時
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
」
と
喜
び
を

語
る
。

近
年
、
事
故
で
右
足
を
失
く
し
た

が
「
買
い
物
に
行
っ
た
時
な
ど
若
い

人
が
率
先
し
て
ド
ア
を
開
け
て
く
れ

ま
す
。
本
当
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い

ま
す
」
笑
顔
で
語
っ
て
た
。

奥
さ
ん
共
々
人
の
面
倒
を
み
て
、

責
任
感
が
強
い
人
柄
が
印
象
的
な
遊

佐
さ
ん
で
し
た
。。

さ
ん

元
気
で
働
け
る

こ
と
が
何
よ
り

遊
佐
　
昭
夫

【399】

お問い合わせ †76－2151税務担当（ 内線 219）
収納担当（ 内線 218）

お問い合わせ　地域包括センター †７６－２１５８（役場内）

気
温
の
変
動
が
大
き
く
、
体
調
を
崩

し
や
す
い
こ
の
季
節
。
今
回
は
夏
に
気

を
つ
け
た
い
お
年
寄
り
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

水
分
補
給
を
十
分
に

お
年
寄
り
の
一
日
に
必
要
な
水
分
量

は
１
・
５
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。（
食
事
の
時
に
飲
む
味
噌
汁
等
は

別
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。）

お
年
寄
り
は
「
ト
イ
レ
が
近
く
な
る

か
ら
」
と
水
分
を
控
え
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、
夏
場
で
は
途
端
に
脱
水

を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脱
水
が
進

む
と
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
心

臓
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
命
に
関
わ

り
ま
す
。

脱
水
の
初
期
症
状
は
唇
や
皮
膚
が
乾

い
て
カ
サ
カ
サ
し
て
い
る
。
尿
の
回
数

が
減
る
。
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
。
中

に
は
意
味
不
明
の
こ
と
を
言
う
お
年
寄

り
も
い
て
認
知
症
と
勘
違
い
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

夏
は
特
に
水
分
（
お
茶
等
）
を
多
め

に
取
る
よ
う
に
し
、
周
囲
の
方
々
は
お

年
寄
り
の
様
子
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

食
べ
物
に
注
意
を

食
品
に
は
「
品
質
保
持
期
限
」
や

「
賞
味
期
限
」
を
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、

注
意
し
て
見
な
い
と
ど
こ
に
書
い
て
あ

る
の
か
分
か
り
に
く
か
っ
た
り
、
字
も

小
さ
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
目
が
薄
く

な
っ
た
お
年
寄
り
が
、
古
く
な
っ
た
食

品
を
う
っ
か
り
食
べ
て
腹
痛
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
こ
の
時
期
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
は
、
お
年

寄
り
が
お
や
つ
に
買
っ
た
食
品
等
に
ご

注
意
下
さ
い
。
習
慣
で
棚
や
テ
ー
ブ
ル

に
放
置
さ
れ
て
い
る
お
や
つ
は
、
夏
の

高
温
で
腐
敗
が
進
み
や
す
い
で
す
。

ご
家
族
が
別
居
し
て
い
る
場
合
、
夏

は
特
に
こ
ま
め
に
お
年
寄
り
の
冷
蔵
庫

の
中
を
ご
確
認
下
さ
い
。
嫌
が
る
お
年

寄
り
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
「
足
り
な
い
も
の
を
買
い
足
す
か

ら
」
等
傷
つ
け
な
い
よ
う
な
言
葉
が
け

で
、
腐
敗
し
て
い
る
食
品
の
片
付
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
年
寄
り
は
老
化
に
よ
っ
て
、
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
周
囲
の
方
々
の
心
配
り
で
夏
場

の
大
き
な
病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。お

年
寄
り
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
回
お
話
し
を
伺
っ
た
の
は
、
今
年

の
４
月
か
ら
網
走
信
用
金
庫
津
別
支
店

で
働
い
て
る
石
川
綾
華
さ
ん
で
す
。
主

に
通
帳
の
作
成
や
小
切
手
の
整
理
な
ど

の
後
方
事
務
を
担
当
。「
慣
れ
な
い
土

地
と
初
対
面
の
お
客
様
ば
か
り
で
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
新
鮮
感
で
溢
れ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

出
身
地
は
斜
里
町
で
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
を
斜
里
町
で
過
ご
し
た
後
、

北
星
学
園
短
期
大
学
部
に
進
学
。
網
走

信
用
金
庫
を
目
指
し
た
理
由
を
伺
う
と

「
就
職
難
で
困
っ
て
い
た
と
き
、
両
親

が
網
走
信
用
金
庫
に
ゆ
か
り
が
あ
っ
た

の
で
受
け
て
み
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
就
職
か
ら
３
ヶ
月
が
経
ち
「
お

客
様
に
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
た
り
、

頑
張
っ
て
い
る
ね
と
声
を
掛
け
て
も
ら

え
る
の
が
嬉
し
い
で
す
」
と
仕
事
で
の

喜
び
を
語
り
ま
す
。

休
日
に
は
、
最
近
購
入
し
た
愛
車
の

「
タ
ン
ト
」
で
帰
郷
し
、
地
元
の
友
人

と
飲
み
会
を
し
て
楽
し
で
い
る
石
川
さ

ん
。
機
会
が
あ
れ
ば
パ
リ
や
フ
ラ
ン
ス

に
旅
行
に
行
き
た
い
そ
う
で
す
。

今
後
の
目
標
を
伺
う
と
「
お
客
様
と

気
軽
に
接
し
て
い
る
先
輩
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

先
輩
の
姿
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

石
川
　
綾
華
　

さ
ん

いしかわ　あやか さん／平成３年３月生まれ／網

走信用金庫津別支店に勤務／旭町

お
年
寄
り
の
夏
の
健
康

町
道
民
税
の
知
ら
な
き
ゃ

損
す
る
豆
知
識

町
道
民
税
は
、
扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除
、

障
害
者
控
除
な
ど
の
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り

減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

扶
養
者
、
配
偶
者
の
所
得
が
38
万
円
以
上
あ
る

場
合
に
は
、
控
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

昨
年
、
町
道
民
税
の
申
告
を
し
て
非
課
税
に

な
っ
て
い
た
方
で
も
、
今
年
の
申
告
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
、
町
道
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
道
民
税
が
非
課
税
か
ら
課
税
に
な
っ
た
場

合
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
保
険
料
が
高
く
な
り
、

医
療
の
窓
口
負
担
が
増
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。町

道
民
税
の
申
告
に
必
要
な
も
の
は

q
昨
年
一
年
間
の
収
入
が
わ
か
る
も
の
（
給
与

支
払
報
告
書
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
等
）

w
印
鑑
（
認
印
で
大
丈
夫
で
す
。）

e
そ
の
他
控
除
に
該
当
す
る
も
の
の
証
明
書

（
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、
障
害
者
手
帳
等
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
、
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

７
月
は
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

第
二
期
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
８
月
１
日
（
月
）
で
す

口
座
振
替
の
ご
利
用
の
方
は
引
落
口
座
残

高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゆさ　あきお　さん／昭和２年４月、女満別町で生まれる／84歳／
達美在住（ケアハウス）



○
ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道

第
25
回
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海

道
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
、
津

別
町
を
通
過
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
交
差
点
等
で
の

交
通
整
理
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
時

９
月
17
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
（
３
時
間
程
度
）

コ
ー
ス

弟
子
屈
〜
津
別
峠
〜
津

別
市
街
〜
陸
別

○
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
10
回
「
つ

べ
つ
紅
葉
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
運

営
等
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

大
会
日
時

10
月
２
日
（
日
）

８
時
30
分
〜
午
後
１
時

コ
ー
ス

上
里
〜
さ
く
ら
公
園

募
集
期
間

７
月
29
日
ま
で

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
内
　
社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

当
学
校
で
は
、「
も
の
づ
く
り
」

に
主
眼
を
お
い
た
教
育
訓
練
を
実

施
し
て
お
り
、
次
の
日
程
で
大
学

校
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

８
月
６
日
（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

北
海
道
職
業
能
力
開
発

大
学
校

内
　
容

概
要
や
入
試
要
項
な
ど

の
説
明
及
び
校
内
見
学

申
込
締
切

８
月
１
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校

†
０
１
３
４-

62-

３
５
５
２

６
月
中
旬
ま
で
に
平
成
23
年
度

分
の
納
税
通
知
書
（
町
道
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
発

送
を
全
て
終
え
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
０
）

寿
大
学
講
座
と
社
会
教
育
講
座

を
次
の
と
お
り
合
同
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

７
月
７
日
（
木
）

午
前
10
時
〜

場
　
所

中
央
公
民
館
講
堂

※
入
場
無
料
（
一
般
の
方
も
可
）

講
　
師

松
永
俊
之
氏
（
元
Ｈ
Ｂ

Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

テ
ー
マ
「
で
あ
い
　
ふ
れ
あ
い
　

い
た
わ
り
あ
い
」

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
内
　
社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

次
の
日
程
で
少
年
・
少
女
水
泳

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程

７
月
26
日
（
火
）
〜

30
日
（
計
５
日
間
）

場
　
所

温
水
プ
ー
ル

対
象
者

ま
だ
泳
ぐ
こ
と
の
で
き

な
い
小
学
生

参
加
料

６
０
０
円
（
保
険
料
）

定
　
員

20
名
（
先
着
順
）

募
集
締
切

７
月
15
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
内
　
社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

網
走
地
方
気
象
台
で
は
、
毎
年
、

気
象
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
目
的

に
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た
施

設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
　
時

７
月
23
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

網
走
地
方
気
象
台

（
網
走
市
台
町
２
丁
目
１
｜
６)

内
　
容

施
設
見
学
、
観
測
機
器

展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
、
地
上
気

象
観
測
、
航
空
気
象
観
測
、
地

磁
気
観
測
、
実
験
教
室
な
ど

そ
の
他

雨
天
決
行(

重
大
な
災
害

の
起
こ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す)

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台
総
務
課

†
０
１
５
２
｜
44
｜
６
８
９
１

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

８
月
１
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜

11
時
50
分

役
場
議
事
堂
前

13
時
00
分
〜

14
時
20
分

丸
玉
産
業
前

14
時
40
分
〜

（
達
美
工
場
）

15
時
30
分
　
　

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分

〜
16
時
30
分

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
３
２)

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
娯
楽
の
道
具
と
し
て
様
々
な
自

動
車
部
品
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
自
動
車
部
品
の
取

り
付
け
や
取
り
外
し
に
よ
り
保
安
基

準
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
も
、
違
法

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
い
ま
ま
改

造
を
行
っ
て
い
る
使
用
者
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

不
正
改
造
に
つ
い
て
は
、
改
造
を

実
施
す
る
こ
と
、
改
造
さ
れ
た
自
動

車
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
の
両
方
が
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」

を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

不
正
改
造
車
を
見
か
け
ま
し
た

ら
、
左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

北
見
運
輸
支
局

†
０
１
５
７-

24-

７
６
３
３

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や

重
油
を
混
ぜ
た
り
、
軽
油
以
外
の
石

油
製
品
か
ら
軽
油
を
密
造
し
た
者
等

を
い
い
、
こ
れ
ら
の
製
造
・
販
売
・

使
用
す
る
こ
と
は
、
脱
税
行
為
の
み

な
ら
ず
、
大
気
汚
染
や
硫
酸
ピ
ッ
チ

の
不
法
投
棄
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、

私
た
ち
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け

て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
締
り
を

さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

†
０
１
５
２-

41-

０
６
１
３

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎盗難事件の発生！

５月中、美幌町内の軒先に無施錠で駐輪中の自転車

１台が盗まれる被害が発生しています。

◎東日本大震災に便乗した悪質事犯にご注意を

３月11日に発生した東日本大震災による被災地

の窮状、混乱、国民の不安につけ込み、または被災

地を救済しようとする国民の善意を踏みにじる悪質

事犯の発生が懸念されています。

実際に、北海道内において、北海道警察の名前を

かたった者が、一般家庭宅に地震の寄附を募る電話

をかけた事案が確認されています。

美幌・津別町内において、地震に便乗した不審電

話や訪問販売等の悪質業者を見聞きした際は、美幌

警察署（†72-0110）までご連絡をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学

校
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

社
会
教
育
課
で
は
各
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す

少
年
少
女
・
水
泳
教
室
を

開
催
し
ま
す

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

網
走
地
方
気
象
台
施
設

見
学
会
を
開
催
し
ま
す

献
血
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

不
正
改
造
は
犯
罪
で
す

こ
の
よ
う
な
事
例
や
未
公
開
株
、

外
国
通
貨
、
水
資
源
の
権
利
な
ど

様
々
な
手
口
で
多
発
し
て
い
る

「
劇
場
型
」
の
投
資
ト
ラ
ブ
ル
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

販
売
業
者
と
は
別
の
業
者
に

「
高
額
で
買
い
取
る
」
と
持
ち

か
け
ら
れ
て
、
実
際
に
買
い
取

っ
た
事
例
は
１
件
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
し
つ
こ
く

勧
誘
さ
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

事
例
の
他
に
も
「
配
当
金
が

受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
甘
い
誘

い
や
、
震
災
に
乗
じ
て
「
被
災
者

の
申
し
込
み
が
殺
到
し
て
い
る
」

な
ど
と
い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
も

み
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A

「
劇
場
型
」
の
投
資
ト
ラ
ブ
ル

家
に
温
泉
付
き
老
人
ホ
ー
ム
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
。
関
心
を
持

っ
て
見
て
い
る
と
、
数
日
後
に
別
の

会
社
か
ら
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
特
定

の
人
５
０
０
名
し
か
送
ら
れ

て
い
な
い
、
そ
の
利
用
権
を

高
額
で
買
い
取
り
た
い
」
と

言
っ
て
き
た
。

１
口
25
万
円
を
50
万
円
で

買
っ
て
く
れ
る
と
い
う
良
い

話
で
、
４
口
購
入
し
た
。

買
い
取
っ
て
も
ら
お
う
と

電
話
す
る
と
、
買
い
足
す
よ

う
勧
め
ら
れ
、
１
０
０
０
万

円
購
入
し
た
が
、
事
情
を
知
っ
た
息

子
に
「
そ
ん
な
う
ま
い
話
は
な
い
」

と
し
か
ら
れ
た
。
だ
ま
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。

Q
Q&

Q＆�

消費生活相談�

７
月
は
、
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
で
す

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す

住民生活

グループ

†７６－２１５１

肌
寒
か
っ
た
初
夏
も
終
わ
り
、

本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
お
仕
事
で

の
運
転
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
観

光
や
旅
行
に
ド
ラ
イ
ブ
す
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
ね
。
私
た
ち
が

い
っ
た
ん
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
、

そ
こ
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

社
会
的
責
任
が
発
生
し
ま
す
。
以

下
の
こ
と
を
気
に
と
め
て
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

q
お
出
か
け
の
際
は
、
無
理
の
な

い
運
転
計
画
を
立
て
、
運
転
中

に
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

w
歩
行
者
や
自
転
車
の
動
き
に
も

目
配
り
を
。
特
に
子
ど
も
や
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
飛
び
出

し
な
ど
を
予
測
し
、
あ
ら
か
じ

め
速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

e
夏
の
開
放
感
か
ら
、
つ
い
つ
い

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
過
ぎ
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
路
上
は
自
分

一
人
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
ち
で
走
行

し
ま
し
ょ
う
。

松
永
俊
之
さ
ん
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す



受験資格 昭和63年４月２日から平成６年４月１日

生まれの方

申込受付期間

・インターネット　７月19日（火）～７月26日（火）

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

・郵送又は持参　　７月19日（火）～８月２日（火）

第１次試験 ９月25日（日）（教養試験、作文試験）

採用予定人数 全国で約30名（変動する場合もあり）

受験申込用紙請求先・問い合わせ先

法務省　札幌入国管理局　

〒060－0042 札幌市中央区大通西12丁目　

札幌第３合同庁舎　†011－261－7502

※申し込み先ではありません。

※ごみは「ごみ回収コーナー」へご持参願います。各お店の前にごみ箱等は設置しません。

●活汲小中学校リコーダー演奏　18：10～18：30

●津別中学校吹奏楽部演奏　　　18：40～19：00

●つべつ千人おどり　　　 19：30～20：00

●よさこい競演　　　　 20：10～21：00

●花火大会　　　　　　 21：10～21：30

●つべつ観光物産まつり 9：30～15：00

●３町観光協会物産交流会 9：30～15：00

●小枝で笛づくり体験 9：30～15：00

●火災予防相談所　　　 9：30～12：00

●ちびっ子ゲーム大会 9：30～15：00

●道産子馬体験試乗会 10：00～随時

●バンド演奏　　 10：10～10：40

●ビーフまつり　 10：30～14：00

●山鳴太鼓保存会演奏 10：50～11：20

●つべつ川のぼり大会 11：00～12：00

●ＨＢＣラジオ公開録音12：00～13：30

●管内カラオケ選手権 13：40～15：20

●北網地域特産品抽選会13：40～14：10

７月７月22日日((土土))前夜祭前夜祭

７月７月33日日((日日))本祭本祭

津別観光協会
つべつ夏まつり実行委員会

主
催

試験日 平成23年９月18日(日)

公示日 平成23年７月11日(月)

試験申込書等の設置場所（設置は公示日以降）

・管内町村役場並びに総合支所（東藻琴、生田原、

丸瀬布、白滝、湧別、網走市並びに紋別市）

・北見市大卒者情報センター

並びに北見市総合支所（常

呂、端野、留辺蘂）

・北海道町村会

・札幌学生職業センター

・オホーツク町村会

問い合わせ先

オホーツク町村会　†0152-44-6472

（網走市北７条西３丁目オホーツク合同庁舎内）

※北海道町村会ホームページにも記載されています。

詳しくは、役場総務課までお問い合わせください。

障害年金の所得状況届は７月末までに

障害基礎年金の所得状況届が日本年金機構より送付されます。

所得状況届は、引き続き障害年金を受ける権利があるかどうかを

確認するもので、毎年７月末までに役場に提出していただきます。

（提出されない時は、年金の支給を一時停止する場合があります）

また、障害の程度を確かめる必要のある方については、診断書の

用紙が同封されます。７月中に病院で受診し、医師の記入を受けて

から、役場に提出してください。

役場の提出先 戸籍・年金窓口

問い合わせ先 役場戸籍・年金担当　†76-2151（内線222)

北見年金事務所　†0157-33-6008

１等・前後賞合わせて

賞 金 ３ 億 円 ！
2000万サマーと同時発売！

サマージャンボ宝くじ！

発売期間 7月11日（月）～7月29日（金）

抽 選 日 8月９日（火）

※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくり

に使われます。 (財）全国市町村振興協会

◎海上保安学校（京都府舞鶴市）

受験資格 昭和63年４月２日以降に生まれた方で、

高等学校卒業程度

申込受付期間 ７月19日（火）～８月２日（火）

第１次試験・場所 ９月25日（日）

（札幌市、函館市、小樽市、旭川市、釧路市）

◎海上保安大学校（広島県呉市）

受験資格　平成３年４月２日以降に生まれた方で、

高等学校卒業程度

申込受付期間　８月25日（木）～９月６日（火）

第１次試験・場所 10月29日（土）・30日（日）

（札幌市、函館市、小樽市、旭川市、釧路市）

問い合わせ先　

網走海上保安署　†0152－44－9118

海上保安庁では、次のとおり海上保安学校学

生採用試験を実施します。

年金をお得に増やせます

▼付加年金の保険料は400円

定額保険料に付加保険料をプラスして

納付すると将来受け取る老齢基礎年金に

付加年金が上乗せされます。

納めた付加保険料は、将来、付加年金

として２年間受け取るだけで取り戻せる

ので、３年目以降は「もらい得」になる

大変お得な制度です。

▼いくら上乗せされるかというと…

付加年金の受領額（年額）

200円×付加保険料納付月数です。

例：付加保険料を10年間納付した場合

○付加保険料　

400円×10年（120月）＝48,000円

○付加年金額（年額）

200円×10年（120月）＝24,000円

したがって、付加年金を２年間受領す

ると納付した付加保険料総額と同額にな

ります。

▼付加年金に加入できる人

国民年金の第１号被保険者と65歳未満

の任意加入被保険者です。（国民年金基

金に加入中の方は加入できません）

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

７月15日（金）～７月24日（日）

夏の交通安全運動夏の交通安全運動

○子どもと高齢者の交通事故防止

○二輪車・自転車乗用中の交通事故防止

○居眠り運転による交通事故

○全ての座席のシートベルト・チャイルド

シートの正しい着用

○交差点の交通事故防止

平成22年度交通安全標語

最優秀賞（津別小学校 ６年 後藤隼人くん）
「よく見よう　車　信号　右左」
最優秀賞（津別中学校 ３年 柳瀬由花子さん）
「『気を付けよう』 それが大事な　合言葉」

今年も豪華なゲストが
勢揃い！

キム・ヨンジャ　　 キングオブコメディ

厚生労働省では、７月31日現在で、乗用労働者を１～４人雇

用している事業所を対象に、毎月勤労統計特別調査を実施します。

調査の対象となる事業所には、８月から９月にかけ、統計調査

員が訪問しますので、ご協力をお願いします。

毎月勤労統計調査特別調査について

問い合わせ先 北海道総合政策部　†011－204－5164


